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ネオテクノロジーの新しい特許調査のスタイル 

 
過去の出願動向を把握し、自社の出願領域を

特定した上で、出願戦略を構築したい。 

 

技術開発のスピードが加速し開発期間が短縮化する中で、製品を差別化し事業を有利にするために、

有力な特許網を構築することが特許戦略の重要な鍵となっています。そのためには、過去の出願動

向を把握し、自社の出願領域を特定した上で出願戦略を構築するための特許調査が欠かせません。

ネオテクノロジーは「特許と技術の連係」を重視し、お客様企業の特許担当者と開発技術者の双方

にご満足いただける新しいスタイルの特許調査で好評をいただいています。御社でも、ぜひ、ご活

用をご検討ください。 

 

事例 

エレクトロニクス C社は自社の強みである生産プロセスを用いて新しいデバイスを開発したいと

考えている。過去20年間の特許出願動向を調査して技術の変遷を把握し、自社の出願領域を特定

したい。その上で、自社の強みを活かした特許戦略を構築したい。 

 

① 直近2年間の特許データ（約800件）を用いて発明観点を把握。 

② 2000年以降のデータを追加して俯瞰的に体系化、自社の出願領域を特定。 

③ 重要観点に絞って20年間遡及（約1,500件）して過去の技術動向と出願内容の変遷をマップ化。 

④ 調査結果を基に技術検討会を行い、出願と開発で攻める重点領域を明確にして特許戦略を構築。 

 

 

“技術”と“特許”に精通し

たネオテクノロジーの技術

TE(Technical Expert)が特許

調査を行い、技術の変遷をわ

かりやすく解説します。 

 

 

 

 

 

 

 

アクティブクランプとエッジ共振の技術変遷マップ 

出典：「日･米特許情報にみる‘エッジ共振’の技術動向」より 
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事例  ネオテクノロジーの新しい特許調査のスタイル 

  

《特許調査フロー》 

①最初のお打ち合せと提案・見積

書の提出 

お客様→ネオテクノロジー 

守秘誓約書＊を持参し、お客様の調査目的や技術分野、御予算

やご希望納期などのお打ち合わせをいたします。数日後にはネ

オテクノロジーが調査計画を立案し、それに基づく提案・見積

書を提出します。 

＊詳細な秘密保持契約書も用意しています。 

  

②パイロット作業 

ネオテクノロジー 

ネオテクノロジーが最近の特許情報を調べ、調査対象技術を把

握するためのパイロット（水先案内）作業を行います。 
 

  

③お打合せによる調査路線の確認と 

「手段」と「ねらい」の階層化作業 

技術者(＋知財)＋ネオテクノロジー 

場作り(ネオテクノロジー) 

ネオテクノロジーが特許カード＊を用意します。お客様に具体的

な特許情報をご覧いただき、ご関心情報（重要情報と不要情報）

の確認を行います。お客様にもご協力をいただき「手段」（構成要

素）、および「ねらい」（技術的課題）を抽出し、「パテントツリー

マップ」に体系化する実践作業（約１時間）を行います。「パテン

トツリーマップ」により、調査対象技術の「手段」と「ねらい」

の全体像を把握することができます。 

＊特許カードは、代表的な書誌と発明情報を掲載した手のひらサイズの当社

独自の情報カードです。 

  

④調査作業 

ネオテクノロジー 

期間を遡及して調査を行い、調査結果について「手段」と「ねら

い」の二種類の分類付与を行い、特許情報から見た出願の変遷と

技術の動向を把握するための特許マップを作成します。 

  

⑤技術検討会 

技術者(＋知財)＋ネオテクノロジー 

場作り(ネオテクノロジー) 

調査結果を元に技術検討会を行います。自他の特許環境を俯瞰し

た上で、自社の強みを発揮できる領域の検討と特許戦略の構築の

検討を行います。 

 

ここにご紹介した事例のように、ネオテクノロジーはお客様のご要望に合わせて、知財と技術が連係し

た新しいスタイルの特許調査をご提案しご好評をいただいております。 

特許調査のご相談やご要望などございましたら、お気軽にお問い合わせください。 

株式会社ネオテクノロジー 
〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台 2-3-13 鈴木ビル 2F 

TEL 03-3219-0899  FAX 03-3219-7066 

http://www.neotechnology.co.jp toiawase@neotechnology.co.jp 


